
本
町
は
、
全
国
に
先
駆
け
て

１
ク
ラ
ス
30
人
定
数
を
令
和
３

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
に
ゆ
き
と
ど
い

た
教
育
を
実
現
す
る
上
で
画
期

的
で
す
。
国
の
基
準
よ
り
１
ク

ラ
ス
の
定
数
が
少
な
い
た
め
町

費
の
講
師
が
必
要
と
な
り
、
４

年
度
は
１
名
町
費
講
師
が
配
置

さ
れ
ま
し
た
。

12
月
議
会
で
、
新
沢
議
員
は
、

来
年
度
の
ク
ラ
ス
編
成
と
町
費

講
師
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
た

だ
し
ま
し
た
。

町
は
、
「
小
学
校
に
お
い
て
、

県
費
１
名
、
町
費
１
名
の
講
師

を
配
置
し
、
１
学
年
２
ク
ラ
ス

編
成
と
し
ま
す
。
し
か
し
１
年

生
に
つ
い
て
は
、
（
児
童
が
定

数
に
１
名
不
足
の
た
め
）
１
ク

ラ
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
」

と
回
答
。
１
年
生
の
支
援
学
級

の
児
童
が
現
学
級
で
授
業
に
参

加
す
れ
ば
30
人
定
数
を
超
え
ま

す
。
初
め
て
小
学
校
で
学
ぶ
新

１
年
生
を
２
ク
ラ
ス
編
成
に
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

講
師
の
待
遇
に
つ
い
て
「
現

在
、
県
費
講
師
は
経
験
年
数
に

応
じ
て
加
算
さ
れ
、
町
費
講
師

は
固
定
給
で
す
。
町
費
講
師
の

待
遇
改
善
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。
」
と
い
う
回
答
で
し
た
。

側
溝
の
排
水
改
善
の
要
請
に
、

す
で
に
泥
上
げ
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
根
本
的
な
改
善
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
町
は
、
「
側
溝
を
高

圧
洗
浄
し
て
蓋
を
し
、
の
り
面

に
防
草
シ
ー
ト
を
被
せ
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
が
自
立
す
る
ま
で
負

担
額
が
大
き
く
な
る
の
は
、
高

校
・
大
学
で
あ
る
。
し
か
し
子

育
て
支
援
の
殆
ど
が
中
学
校
ま

で
な
の
で
、
そ
れ
以
後
の
支
援

に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
。
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

吉
野
町
で
は
、
月
額
１
万
円

を
上
限
に
補
助
制
度
が
あ
り
、

高
取
町
で
も
検
討
す
る
よ
う
た

だ
し
ま
し
た
が
、
「
他
市
町
村

の
動
向
を
注
視
す
る
」
と
い
う

回
答
で
し
た
。

「
地
域
で
意
見
を
言
え
ず
住
み

に
く
い
」
と
い
う
女
性
の
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。

若
年
層
・
女
性
・
学
生
な
ど
と

意
見
交
換
の
機
会
を
継
続
的
に

持
っ
て
、
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
を

町
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ
し
い

と
要
請
し
ま
し
た
。
（
ラ
イ
ン

高
取
町
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
）

皆
さ
ん
も
お
わ
か
り
の
よ
う

に
、
荒
れ
た
田
畑
が
増
え
、
そ

こ
へ
太
陽
光
発
電
が
ど
ん
ど
ん

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
地

球
規
模
の
食
糧
難
が
予
想
さ
れ

る
も
と
地
元
で
農
産
物
を
生
産

す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
は
主
な
事
業
と
し
て
、
鳥
獣

被
害
対
策
、
新
規
就
農
者
交
付

金
支
給
等
を
実

施
し
て
い
ま
す

が
、
実
際
、
担

い
手
づ
く
り
・

農
業
振
興
が
進

ん
で
な
い
の
が

現
状
で
す
。
価

格
補
償
や
機
械

購
入
費
補
助
、

共
同
作
業
支
援
、

学
校
給
食
で
の

地
元
農
産
物
利

用
の
拡
大
、
農

産
物
市
場
、
花

の
種
を
ま
い
て

景
観
維
持
、
市

民
農
園
に
つ
い

て
提
案
し
ま
し

た
。
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子育て・介護・その他困っている事等

気軽にご相談ください。

高取町議会議員
新沢あけみ TEL 0744-52-4408
メール an330317@aurora.ocn.ne.jp

なんでも相談

新 緑

令
和
４
年
６
・
７
・
９
・
１
２
月
議
会
報
告

一
般
質
問

希望の年に 本年もよろしくお願いします

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
側
溝

の
排
水
改
善
と
周
辺
整
備

国のスポーツ庁は、昨年末、２００８

年度の全国体力テスト調査開始以来、小

中学生の体力が過去最低となったことを

公表しました。コロナ禍、ゲーム遊び、

習い事など様々なことが原因

として考えられますが、子ど

もたちが戸外で遊ぶ機会が少

なくなっていることは間違い

ないのでしょう。

「公園が近くにないので、作っ

てほしい。」「長いすべり台

や複合の遊具、アスレチック

など町内にはないので、いつも子どもを

遠くまで連れて行っている。」という保

護者の声が、以前から多く寄せられてい

ます。

現在、高取町にある町営の公園は９ヶ所

で、役場横の中央公園、

旧高取幼稚園前公園、

下子島１ヶ所、パルコー

ト１ヶ所、グリーンタ

ウン２ヶ所、丹生谷３ヶ所です。

新沢あけみ議員は「公園の場所が地域に

偏りがあり、公園を作るよう再三質問し

てきましたが、町は「これ以上公園は必

要ない」という回答の繰り

返しでした。

しかし ９、１２月議会で

町は、「旧育成幼稚園付近

の高取バイパス県有地を借

りることも含めて、公園の

場所を検討します。その際、

保護者や教育委員会と協議します。」と

いう回答に変わりました。

これまで「旧育成幼稚園のグラウンドを

防災公園として有効利用してはどうか」

という提案もしています。

みなさん
“どんな公園がほしいですか”

高
校
生
・
専
門
学
校
生
の

通
学
補
助
金
の
支
給
を

み
ん
な
の
声
が
生
か
さ
れ

る
町
づ
く
り
を

み
ん
な
で
声
だ
そ
う
！

“
小
学
校
新
１
年
生
、
２
ク
ラ
ス
に
し
て
”

田
畑
は
町
の
宝

高取町公式LINE



 
橿
原
市
は
、
地
場
産
有
機
野

菜
を
学
校
給
食
に
活
用
し
、
地

産
地
消
の
推
進
を
め
ざ
し
、
昨

年
、
農
協
・
橿
原
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
（
団
体
）
と
協
定
を
結
び
学

校
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
市
が
農
協
に
発
注
を
し

て
、
橿
原
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
が
注

文
を
受
け
る
。
農
協
は
橿
原
市
、

高
市
郡
、
御
所
市
の
農
産
物
も

あ
わ
せ
て
供
給
調
整
を
お
こ
な

い
、
す
べ
て
の
配
達
を
請
け
負

う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
現

在
、
有
機
栽
培
の
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

高
取
町
で
は
、
町
内
産
が
味

噌
と
青
ネ
ギ
で
、
そ
の
他
は
県

内
産
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
１
品
目
の
み
で

も
生
産
者
を
募
る
こ
と
、
耕
作

放
棄
地
に
お
け
る
集
団
に
よ
る

作
付
け
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し

た
。

町
は
「
一
日
６
０
０
食
で
コ
ス

ト
高
と
い
う
点
か
ら
、
一
般
農

家
の
納
入
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
が
、
少
量
納

入
も
検
討

し
ま
す
。
」

と
回
答
し

ま
し
た
。

給
食
費
は
小
学
校

年
額
４
５

１
０
０
円
、
中
学
校

５
０
６

０
０
円

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
令
和

５
年
３
月
ま
で
給
食
費
が
無
料

に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
新
年
度
、

軽
減
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
」

と
た
だ
し
ま
し
た
が
、
「
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
回
答

で
し
た
。

こ
の
事
業
は
令
和
２
年
度
か

ら
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
実
施
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
利
用

状
況
か
ら
、
制
度
拡
充
に
つ
い

て
提
案
し
ま
し
た
。

支
給
対
象
者
は
、
75
歳
以
上
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
高
齢
者
と
し
、

初
乗
り
料
金
６
８
０
円
の
タ
ク

シ
ー
券
を
年
間
24
枚
支
給
す
る

制
度
で
す
。

令
和
３
年
度
の
利
用
状
況
で

は
、
対
象
者
１
６
２
１
人
、
利

用
者
３
４
９
人
、

そ
の
内
80

歳
代
の
女
性
利
用
者
は
多
く
１

６
５
人
で
す
。
介
護
度
別
で
は
、

介
護
認
定
な
し
の
利
用
者
が
最

も
多
く
２
０
２
人
、
車
の
利
用

が
介
護
保
険
適
用
と
な
ら
な
い

介
護
保
険
要
支
援
１
・
２
の
利

用
者
が
８
２
人
で
す
。
24
枚
使

い
き
っ
た
人
は
全
体
の
約
２
割

で
す
が
、
80
歳
代
の
７
割
の
人

は
使
い
き
っ
て
い
ま
す
。
移
動

手
段
と
し
て
必
要
な
人
に
あ
つ

く
支
援
で
き
る
制
度
に
改
善
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
年
間
タ
ク
シ
ー
券
の
増
刷
、

一
度
に
使
う
枚
数
制
限
の
撤
廃

を
」
と
い
う
要
請
に
対
し
て
、

町
は
「
対
象
者
を
高
齢
者
以
外

に
も
拡
大
す
る
こ
と
や
枚
数
の

増
刷
な
ど
制
度
の
拡
充
を
検
討

す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

６
月
議
会
で
、
農
地
を
確
保

し
、
自
然
や
生
活
環
境
を
守
る

と
と
も
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
太
陽
光
発
電
が
適
切
に
設
置

さ
れ
る
よ
う
太
陽
光
発
電
設
備

の
適
切
な
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
で
は
、
事
業
禁
止
区
域
を

急
傾
斜
地
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
や
居
住
家
屋
か
ら
５
０
メ
ー

ト
ル
以
内
の
地
域
と
し
て
い
ま

す
。
農
地
や
景
観
良
好
な
土
地

等
の
抑
制
区
域
に
つ
い
て
は
、

事
業
を
し
な
い
よ
う
協
力
を
求

め
て
い
ま
す
。
業
者
に
よ
る
地

域
住
民
説
明
会
の
開
催
や
、
災

害
発
生
の
防
止
、
自
然
・
生
活

環
境
の
保
全
、
安
全
性
の
確
保
、

事
業
終
了
後
の
措
置
に
つ
い
て
、

詳
細
に
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
は
立
ち
入
り
検
査
、

勧
告
、
公
表
、
県
・
国
へ
の
報

告
な
ど
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

12
月
議
会
で
は
町
内
の
既
設
・

計
画
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
数

と
場
所
、
設
置
状
況
を
把
握
し

て
、
条
例
に
適
応
し
た
管
理
を

す
る
よ
う
設
置
者
に
協
力
を
求

め
る
よ
う
町
に
要
請
し
ま
し
た
。

町
は
、
「
既
設
・
条
例
制
定

前
申
請
施
設
に
つ
い
て
、
実
態
調

査
は
不
可
能
で
す
。
通
報
が
あ

れ
ば
、
お
願
い
に
行
き
ま
す
。
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

町
内
至
る
所
の
町
道
を
始
め

と
し
た
公
有
地
、
公
共
施
設
が

未
登
記
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
そ
の
事
務
処
理
の
た

め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。

登
記
の
み
の
職
員
を
配
置
し

て
計
画
的
な
処
理
を
し
て
は
ど

う
か
提
案
し
ま
し
た
。
町
は

「
庁
舎
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
火

葬
場
の
登
記
事
務
を
順
次
実
施

し
ま
す
。
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

三
条
坊
池
・
水
路
改
修

産
廃
に
よ
り
崩
壊
し
た
部
分
を

１
０
数
年
ぶ
り
に
改
修

安
全
、
安
心
の
地
場
産
農

産
物
を
学
校
給
食
に

家
計
が
大
変
！
学
校
給
食

費
の
軽
減
対
策
を

高
齢
者
の
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
券
支
給
の
拡
大
を

太
陽
光
発
電
の
適
切
な
管

理
を

公
有
地
、
公
共
施
設
の
未

登
記
処
理
を
計
画
的
に

不信任の理由は、高取町議会

の申し合わせで議長の職は１年

としていますが、役員改選とな

る本臨時会で議長職を辞めなかっ

たことです。この申し合わせは、

改選時本人自身が長年の慣例で

あるとして提案した事項でもあ

ります。さらに、議会運営にお

いて、各議員の意見に耳を傾け

ず、独断専行で議事が進められ、

議論ができない状況が続いてき

たことです。新澤良文議長はそ

の責任の重さを自覚し、議長の

職を辞するべきであると議長不

信任決議案を提出しました。

提出議員 森下明、賛成議員

西川侑壱 谷本吉巳 松本圭司

野口勝也 新澤明美（賛成６名

で可決）

しかし、現在も新澤良文議員

は議長を辞職していません。

（決議は法的拘束力を持ちませ

ん）住民の皆さんの暮らしを守

るために、各議員、理事者、職

員が真剣に議論すべき議会がこ

の様な事態に陥っていることは

残念でなりません。民主的な議

会実現にさらに奮闘します。

７月臨時議会で、

新澤良文議長不信決議案を可決

国
民
の
く
ら
し
を
犠

牲
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
予

算
を
防
衛
費
に
注
ぎ
込

む
。
今
ま
さ
に
戦
前
と

同
じ
道
へ
踏
み
出
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。
軍
事

で
は
な
く
話
し
合
い
を
。

子
ど
も
た
ち
に
平
和
な

社
会
を
手
渡
す
た
め
に

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
せ

ん
か
。

あ
け
み
日
誌


